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	 自分の扉を開ける
	 国際交流～カナダのともだち～
　3月18日から23日の6日間、カナダのブリティッシュ・コロンビア州スーク市にあるジャーニー・ミドル
スクールから21人の生徒が名取市を訪れました。
　期間中、ホームステイや文化体験を通し、互いの生活や文化の違いを学びました。
　今月は、カナダから来た友人たちとホストファミリーとの心温まる交流の様子をお伝えします。

　名取市とカナダの交流は平成3年、中学生派遣団の訪問をきっかけに始まり、ジャーニー・ミドルスクー
ルとの交流は平成12年3月から始まりました。
　中学生海外派遣では過去6回訪問。また2年に一度ジャーニー・ミドルスクールからも名取市を訪れ、日
本の文化や歴史を学んでいます。

Q�.このプログラムに参加して、生徒たちの様子はどう
ですか。

　来るたびに内容が良くなり、生徒たちも日本の文化
について詳しくなれます。
　生徒のほとんどが、ホストファミリー（平成28年度
名取市中学生海外派遣団の）をした生徒です。
　私は何をするにも、まずは自分の扉を開けなければ
いけないと考えています。そうすれば、自然とほかの扉
も開くのだと思います。
　生徒は、日本に来る前と後では大きく変わります。世
界の広さを知ることができる。そして、もっと大きな挑
戦をできると考えるようにもなります。「自分はできる
んだ」という自信がつくのでしょう。

Q�.日本とカナダと文化の違いは大きいですか。
　今はインターネットやスマートフォンがあり、情報
を得ることができるので、世界は狭くなりました。昔の
子どもたちに比べ、今の子どもたちは日本のことを簡
単に調べることができます。
　しかし来てみると、ネットでは分からない大きな違
いがあります。それを経験することがとても大切なの
です。
　私もできれば毎年来たいですね。日本に滞在中は朝
４時に起きて、街の中を散歩します。そうすると、知ら
ないことがたくさん見つかります。経験していないこ
とがたくさんあるので、また戻ってきたいと思います。

ジャーニー・ミドルスクールの

教頭グレン・ベダード先生に

お話を聞きました。

グレン・ベダード先生
ジャーニー・ミドルスクールの教頭先生。プライベートを含めて今回で6回目の
来日となるそうですが、訪問するたびに新たな発見があるそうです。

特
集



4平成 30 年 5 . 1 /  広報なとり

マイルズ くん

　今回、このプログラムに参加したのは、アメリカ以
外に行ったことがなく、色々な国に行ってみたかっ
たからです。日本に来て、和食も食べたし、東京へも
行きました。神社やお寺も見た。日本の文化に触れ、
たくさんのことを勉強することができました。
　回転寿司に連れて行ってもらい、とても興奮しま
した。タブレットで注文するのが面白かったです。隆
斗とは一緒にゲームをしたり、剣道をしたりしました。
　あと、学校は違うと思いました。日本の学校はカナ
ダよりもルールが多いですね。そして、和式のトイレ
に驚きました（笑）
　食べ物では、漬け物の種類が多いなと思いました。
カナダは、ピクルスといえばきゅうりだけなので、考
え方が変わりました。
　日本に来てみて、本当に楽しかった。また来たいと
思いました。

ローラ さん

　今しかできないと思い、今回このプログラムに参
加しました。以前、父が仕事で日本に来たこともあり、
日本の文化にも興味がありました。
　日本の生活は違いますね。カナダよりも日本は静か。
でも街に出ると明るく、とてもにぎやかだと思います。
　日本がすてきな国だと、来て分かりました。特に、
日本のパスタや卵焼きがとてもおいしくて。私は日
本食のほうが好きかもしれません。でも魚は苦手で
すが（笑）。
　今でも自分がここにいることが信じられません。
６日間しかいないけど、もっと長い間いるような気
がします。
　真愛とも、言葉の壁を感じることなく、コミュニ
ケーションが取れました。
　真愛たちに会いに、また日本に来たいです。

岡田隆斗 くん

　（受入時中学２年生で）海外派遣に興味がありましたが、
ホストファミリーをすることになったので、応募はしま
せんでした。もし参加していたら、マイルズに会うことは
なかったので、受け入れをして良かったと思います。
　コミュニケーションはもちろん英語ですが、実際に聞
くと全然違いました。マイルズは表情が豊かで、会話では
理解できないときでも、表情で読み取れました。
　食事は日本食が苦手かと思い、肉料理にしていましたが、
あまり食べませんでした。むしろ魚が好きで、お寿司も大
丈夫でした。
　家でも魚を飼っているそうで、見るのも好き。一緒に水
族館にも行き、とても喜んでいました。
　マイルズが帰ってから、家族みんながマイルズのこと
を考えてしまいます。また会いたいです。

金田真愛 さん

　今回、初めてホストファミリーを経験しました。とても
貴重な体験で楽しかったです。
　ローラは、物事をストレートに伝えてきます。感情表現
も豊かで、言語の違いを感じませんでしたし、笑顔の大切
さを知ることができました。
　食事では、普段からはしを使っているらしく、とても上
手でした。家で書道もしましたが、それも上手で。器用な
子だと思いました。
　最後の日に買い物をしたのですが、ローラが「真愛のた
めに時間を使いたい」と言ってくれて。とても優しい子だ
と改めて感じました。
　これまで、カナダは遠い国だと思っていましたが、とて
も近くなった気がします。
　ローラに出会えて本当に良かった。家族全員がローラ
に会いたがっています。世界一の親友に出会えた気がし
ます。

日本とカナダの距離が縮まる
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国際交流ボランティアを募集しています
名取市国際交流事業協力者登録制度
　登録者の皆さんが国際交流事業に参加し、市民レベルの国際交流を深めることを目的としたボランティ
アの登録制度です。
　ホームステイのホストファミリーや通訳などを通して、国際交流をしてみませんか。
　登録は随時受け付けています。詳しくはお問い合わせください。

問   総務課広報広聴係　☎724－7143

日本の文化や歴
史にふれる

　カナダやオーストラリアの訪問団が滞在中、日本
の文化や歴史にふれてもらうため、さまざまなプロ
グラアムを実施しています。また、ホストファミリー
と一緒に参加し、交流を深めます。ここで、その一
部をご紹介します。

ホストファミリーとの対面式の様子。 熊野那智神社で井上宮司よりお話しを聞き
ました。

松島を散策しました。

メイプル館で東日本大震災当時の様子につ
いてお話しを聞きました。

扇子に漢字で自分の名前を書いたり、折り
紙をしたり日本の文化にふれました。

お別れのとき。「また会おうね」。


